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会　計　名 歳入 歳出 差引額 繰越額

一　般　会　計 66億6297万4千円 63億3597万4千円 3億2700万円 370万1千円

【特別会計】

 給食事業会計 1億3320万8千円 1億3320万8千円 0 0

 国民健康保険会計 20億8733万1千円 20億4675万5千円 4057万6千円 0

 後期高齢者医療会計 2億5704万6千円 2億5505万5千円 199万1千円 0

 介護保険会計 20億1267万3千円 19億4579万1千円 6688万2千円 0

 病院事業会計 5億7698万円 5億7698万円 0 0

【企業会計】

農業集落排水事業会計

 収益的収入及び支出 1億4176万9千円 1億4268万4千円 ▲91万5千円 0

 資本的収入及び支出 9455万4千円 9446万5千円 8万9千円 0

ガス事業会計

 収益的収入及び支出 3億5767万円 3億6264万円 ▲497万円 0

 資本的収入及び支出 3800万円 1億1384万6千円 ※▲7584万6千円 0

▲はマイナス
※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額7584万6千円は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額で補てんしました。

各会計の決算状況

前年度と比較した主な増減理由

23302330万円万円のの黒字決算黒字決算
歳 入 66億6297万円

【令和4年度 70億4517万円】
(対前年度比 ▲3億8220万円)

歳 出 63億3597万円
【令和4年度 66億1125万円】
(対前年度比 ▲2億7528万円)

寄附金　5804万円の増
令和5年度決算額　2億1602万円
(令和4年度決算額　1億5798万円)
いわしの町「九十九里」応援寄附金（ふるさと納税）等の増

総務管理費　9170万円の増
令和5年度決算額　8億6072万円
(令和4年度決算額　7億6902万円)
給与改定に伴う人件費等の増

社会教育費　2億5558万円の減
令和5年度決算額　7865万円
(令和4年度決算額　3億3423万円)
中央公民館空調改修工事等の減

保健衛生費　9801万円の減
令和5年度決算額　4億5645万円
(令和4年度決算額　5億5446万円)
新型コロナウイルスワクチン接種事業等の減

町債　1億8050万円の減
令和5年度決算額　1億6200万円
(令和4年度決算額　3億4250万円)
中央公民館長寿命化改修事業等の減

使用料及び手数料　1104万円の減
令和5年度決算額　1億3479万円
(令和4年度決算額　1億4583万円)
町営駐車場使用料等の減
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　令和５年度は、依然として厳しい財政状況が続くなか、
町民が安心して暮らせるまちづくり、住み続けたくなる
まちづくりのため、第５次総合計画や地方創生に向けた
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる様々な事
業が展開されました。新型コロナウィルス感染症の拡大
が落ち着いたことにより、私たちの生活は概ね通常に戻
りましたが、一方で原材料価格の高騰などが家計へ大き
く影響を及ぼしました。
　こうした状況のなか、低所得世帯等の生活を支援する
ため、「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付事業」
や「物価高騰対応重点支援給付事業」を実施したほか、「生
活支援商品券事業」により町民の生活支援だけでなく、
地域内消費をも喚起するため町内事業者の経営も支援し
ました。その他にも住民生活に直結した道路・橋りょう
補修や排水施設整備、公共施設の長寿命化に取り組むな
ど住民福祉の向上にも努められました。
　一方、普通会計における財政指標は引き続き厳しい状
況であり、さらなる財政基盤の強化や行政の効率化、財
政の健全化に努められるよう要望いたします。
　令和５年度の一般会計および７つの各特別会計決算
は、監査委員の意見書により予算の執行が議会の議決の
本旨に則り、適法かつ効率的に執行されていることが認
められており、また４日間にわたる各常任委員会におい
て、決算についての執行内容を詳細に審査したことから、
いずれも認定に賛成するところであります。
　今後も限られた財源を効率的・効果的に活用しながら、
町民の暮らしの安全・安心の確立のため、引き続きたゆ
まぬ努力を続けられますよう町執行部に要望して、賛成
の討論といたします。

「国民健康保険特別会計」
　国民健康保険制度は、2018年度の県単位化により、千
葉県が財政運営の責任主体になりました。国民健康保険
税は、国による一般会計の繰入れをなくすための政策に
より、千葉県全体の国保税が引き上げられ負担増になり
ます。また国保税の均等割は、収入のない子どもにも税
の負担を課し、子どもの人数によって負担は重くなります。
また国保に加入する非正規労働者、フリーランスなど多
くの若い世代に過酷な国保料負担を強いています。国庫
負担を抜本的に強め、国保税の引き引下げを求めます。
「後期高齢者医療特別会計」
　高齢者の多くは定期的に受診が必要な病気を抱え、貯蓄
や生活費を削り何とか受診しています。保険料をこれ以上
引き上げることは、高齢者にとって命に直結します。国民
の負担増は新たな貧困を拡大しています。富裕層、大企業
にこそ応分の負担を求めることで財源の確保を求めます。
「介護保険特別会計」
　長引くコロナ禍、物価高騰で暮らしが大変な中、政府
は、高齢者の命綱とも言える年金を引下げ、暮らしに追
い打ちをかけました。この上、更に介護保険のサービス
利用者への負担増や介護保険の対象外し等が実施されれ
ば、必要な介護が受けられない事態や介護保険による生
活破壊がますます深刻化することは明らかです。2000
年に「介護の社会化」を謳って始まった介護保険制度で
す。40歳から介護保険料を払っていても、利用すると
きはまた１割の利用料を支払わなければ、要介護状態に
なっても介護保険は使えません。これでは高齢者いじめ
です。安心して使える介護保険制度を求めます。

討論  鑓田 貴俊 議員 討論  谷川 優子 議員賛成賛成 反対反対

実質収支　実質収支　33億億令和
5年
度

一
般
会
計

決算
認定
‼

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（依存財源）

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

歳　入 歳　出

令和5年度決算（主要な自主財源）

町税 15億1137万円
（対前年比 ▲442万円）

主だった内訳

町民税

個人 6億2794万円
（対前年比 ▲522万円）

法人 6304万円
（対前年比 380万円）

固定資産税 6億4907万円
（対前年比 ▲295万円）

町税

寄附金

その他（自主財源）

●自主財源　37.8％
8286万円8286万円

10億1718万円10億1718万円

20億5773万円20億5773万円

6億9345万円6億9345万円

2億7509万円2億7509万円

2億5739万円2億5739万円

2億7987万円2億7987万円

3億7642万円3億7642万円

4億6558万円4億6558万円

790790万万円円

6億608万円6億608万円

2億1642万円2億1642万円

1.3%1.3%

16.1%16.1%

32.5%32.5%

11.0%11.0%

4.3%4.3%

4.1%4.1%

4.44.4%%

5.9%5.9%

7.3%7.3%

0.1%0.1%

9.6%9.6%

3.4%3.4%

23億1891万円23億1891万円

8億993万円8億993万円

3億5821万円3億5821万円

1億6200万円1億6200万円

4億9259万円4億9259万円

15億1137万円15億1137万円

2億1602万円2億1602万円

7億9394万円7億9394万円

34.8%34.8%

12.2%12.2%

5.45.4%%

2.42.4%%

7.47.4%%

22.7%22.7%

3.2%3.2%

11.911.9%%

●依存財源　62.2％
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エネルギー価格等高騰を踏まえ、全町民に対し生活
支援商品券を配布し、地域経済の活性化に努めました。

物価高騰の影響を受けた住民税非課税世帯等に対し
て給付金を支給しました。

生活商品券事業生活商品券事業

電力・ガス・食料品等価格高騰電力・ガス・食料品等価格高騰
重点支援給付金（追加給付分）重点支援給付金（追加給付分）

学校給食費無償化学校給食費無償化

ビーチライフin九十九里町ビーチライフin九十九里町
実行委員会補助金実行委員会補助金

7676
万円

753
万円

1000
万円

財源：　県　 500万円財源：　県　 500万円
　　　 いわしの町「九十九里」応援　　　 いわしの町「九十九里」応援

基金　 500万円基金　 500万円

財源：国 １億3237万円財源：国 １億3237万円

財源：国 7676万円財源：国 7676万円 財源：町 753万円財源：町 753万円

― このような事業に財源が使われました ―― このような事業に財源が使われました ―
1億1
3237
万円

各常任委員会で令和５年度　   　決算について調査をしました 　決算について調査をしました

Q. 滞納繰越分徴収率が前年より上がっているとのことだが、
更なる徴収率アップに向けて対策は考えているのか。

A. 【税務課】役場窓口に設置した端末で、口座振替登録でき
るサービスと自動車のタイヤロック差押え等の導入を検
討しております。

Q. 特定保健指導の実施率について、向上策は。
A. 【住民課】健診当日の保健指導の実施、勧奨チラシの配布、
電話による勧奨等を継続し、より参加しやすくなるよう
な施策について、調査検討してまいります。

Q. 学校給食において千産千消メニューを取り入れていると
いうことだが、どの程度食材を活用しているか。

A. 【教育委員会事務局】米のほか、献立には様々な千葉県産
食材を取り入れており、農水産物についての割合は全体
の約76％と、多くの食材を利用しています。

文教民生常任委員会

令和６年１月から小中学校給食費が無償になりまし
た。

詳細はページ下部をご覧ください。

総務経済常任委員会総務経済常任委員会 文教民生常任委員会文教民生常任委員会
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寄附金内訳

年  度 寄附件数 寄附金額（歳入） 経費（歳出） 返礼品数

令和
5年度 2,737件 211,976千円 98,077千円 243品目

令和
4年度 1,387件 153,482千円 42,013千円 217品目

持続可能な地域公共交通の実現に向け、「九十九里
町地域公共交通計画」を策定しました。

詳細はページ下部をご覧ください。

地域公共交通会議補助金地域公共交通会議補助金

ふるさと納税事業ふるさと納税事業

学校施設整備基金積立金学校施設整備基金積立金

漁業・遊漁船振興事業補助金漁業・遊漁船振興事業補助金

872
万円

5000
万円

4388
万円

財源： いわしの町「九十九里」応援財源： いわしの町「九十九里」応援
基金　 4388万円基金　 4388万円

財源：町 ２億1198万円財源：町 ２億1198万円

財源：町 872万円財源：町 872万円 財源：町 5000万円財源：町 5000万円

議会が注目した事業を紹介します議会が注目した事業を紹介します令和5年度

決算
2億
1198
万円

各常任委員会で令和５年度　   　決算について調査をしました各常任委員会で令和５年度　  

Q. 防犯灯設置工事
A. 【総務課】防犯灯を新たに59基設置したほか、既設の修繕
を５箇所実施し維持管理に努めています。また、自治区
の負担軽減を図るため、令和５年度から防犯灯の維持管
理は町が行うこととなりました。

Q. 作田農業振興センター解体撤去工事
A. 【農林水産課】築40年が経過し老朽化が著しい作田農業振
興センターに対して、地元作田納屋自治区からの要望を
受けて解体撤去工事を実施しました。

Q. ビーチライフin九十九里町2023実行委員会補助金
A. 【商工観光課】本町の豊かな自然環境でもある九十九里浜
を最大限に活用し、海水浴以外でも多くの皆さんに楽しん
でいただけるように、令和５年10月21日と22日の２日
間、片貝中央海岸を会場に海辺の環境・安全教室とビーチ

スポーツのイベントを開催し交流人口の創出に努めました。

Q. ふるさと納税事業
A. 【企画政策課】充実した返礼品を用意することにより、本
町の知名度の向上と地場産業の振興を図りました。返礼
品は、「はまぐり」や「鰯のみりん干し」などが人気です。
また、ふるさと納税に携わることで皆さんに町づくりへ
の参加意識が芽生え、交流人口の創出と拡大に繋がって
います。

総務経済常任委員会

学校施設建設のため、基金への積立をしました。

稚貝の放流を行い、漁業資源の確保に努めました。
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令
和
６
年
第
３
回
定
例
議
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
19
件
、
報
告

６
件
、
議
員
発
議
１
件
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
認
定
、
同
意

い
た
し
ま
し
た
。

　

陳
情
２
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
と
い

た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額
は
、
１
億
3
0
1
3
万
９
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
68
億
9
8
8
万
円
と
し
ま

す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

法
規
サ
ポ
ー
ト
委
託
料
3
9
6
万
円
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料

1
0
2
7
万
円
、
山
武
郡
市
広
域
行
政

組
合
負
担
金（
電
子
計
算
費
）7
8
6
0

万
７
千
円
、
津
波
避
難
施
設
建
設
工
事

1
0
0
1
万
円
、
土
地
購
入
費
2
0
5

2
万
円
な
ど
。

７
月
臨
時
議
会

９
月
定
例
議
会

会
期
●
７
月
９
日

会
期
●
９
月
５
日
〜
９
月
20
日

　

令
和
６
年
第
２
回
臨
時
議
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
２
件
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
い
た
し

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額
は
、
48
万
２
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
66

億
7
9
7
4
万
１
千
円
と
し
ま
す
。

〈
内
容
〉

　

片
貝
防
災
備
蓄
倉
庫
兼
津
波
避
難
施

設
建
設
工
事
に
係
る
設
計
業
務
委
託
料

48
万
２
千
円
。

い
わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー
展
示
室

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

い
わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー
展
示
室
の

一
部
業
務
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す
。

九
十
九
里
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
方
法
に
つ

い
て
、
窓
口
申
請
で
の
提
出
書
類
の
簡

略
化（
本
人
に
よ
る
顔
写
真
付
き
本
人

確
認
書
類
の
提
示
に
よ
り
、
印
鑑
登
録

証
の
提
示
の
省
略
を
可
能
と
す
る
）及

び
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
可
能
と
し
ま
す
。

九
十
九
里
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
実
施
条
例
の
一
部
改
正

　

か
た
か
い
学
童
ク
ラ
ブ
及
び
く
じ
ゅ

う
く
り
学
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
増
員
し

ま
す
。

・
か
た
か
い
学
童
ク
ラ
ブ

　

定
員
35
人
↓
39
人

・
く
じ
ゅ
う
く
り
学
童
ク
ラ
ブ

　

定
員
35
人
↓
40
人

財
産
の
取
得

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
電
気
消
毒
保

管
庫
を
更
新
す
る
た
め
、
購
入
契
約
を

締
結
し
ま
す
。

取
得
財
産
…
電
気
消
毒
保
管
庫（
８
台
）

契
約
の
相
手
方
… 

㈱
フ
ジ
マ
ッ
ク
千
葉

営
業
部

契
約
金
額
…
8
0
3
万
円（
税
込
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員
会
委
員
の
関
留
理
子
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
関
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

▲▲学校給食センター学校給食センター
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古川　徹 議員 ..................
◆町内の雑草管理（道路、私有地、
河川沿い）などの環境美化につ
いて

◆新庁舎建設について

◆真亀川総合公園内レストラン棟
について

細田 一男 議員 ..............
◆片貝漁港に係る防潮堤の建設計
画について

◆国土強靱化地域計画について

◆県道飯岡一宮線の排水路について

◆海の駅周辺の整備について

p12

松井 由美子 議員 ...........
◆災害対策について

◆高齢者福祉の充実について

◆移住・定住対策について

p8

谷川 優子 議員 ................
◆災害時における避難所運営及び
要支援者への対応について

◆「公共工事の入札及び契約の適
正化の促進に関する法律」に基
づく条例の制定について

p9

p10

阿井 賢一 議員 ..............
◆ 県道飯岡一宮線（産業道路）
排水路の悪臭について

p11

議会だよりNo.21のお詫びと訂正

「九十九里町議会だよりNo.21（令和６年９月１日
発行」の一部文章において誤りがありました。以下
のとおり訂正させていただきます。
P４ 上段
誤）問　 国では特定保健指導実施率60％以上の目

標を定めています。
正）問　特定健診の受診料の無料化は。

※紙面の都合により掲載できなかった質問内※紙面の都合により掲載できなかった質問内
容は、町のホームページからご覧いただけ容は、町のホームページからご覧いただけ
ます。ます。

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

九十九里町 議会会議録 検索索

一般質問
9月定例議会

傍聴人数

でした。

今回は、

20人

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

九十九里町議会だより№22　令和6年12月1日7



山
武
土
木
事
務
所
の
所
長
に
対
応
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
管
理
さ
れ
て
い
な
い
私
有
地
の

雑
草
は
、
土
地
家
屋
適
正
指
導
書
の

通
知
を
出
し
て
い
て
、
指
導
に
従
わ

な
い
場
合
の
対
処
は
。

答
【
町
長
】指
導
書
の
ほ
か
に
、
現

況
の
写
真
や
環
境
美
化
条
例
の
抜
粋

を
添
付
し
、
管
理
会
社
の
案
内
も
同

封
し
て
お
り
ま
す
。

　 
問 　
こ
の
件
は
、
環
境
美
化
条
例
第

７
章
第
29
条
の
罰
則
規
定
に
当
た
り
、

指
導
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
50

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
あ
り

ま
す
が
、
適
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】現
在
ま
で

に
適
用
し
た
ケ
ー
ス
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
の
対
応
と
し
て
、
50
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
に
加

町
内
の
雑
草
管
理
・
環
境
美
化

　 

問 　
片
貝
県
道
、
豊
海
県
道
、
産
業

道
路
、
準
県
道
路
、
河
川
沿
い
の
歩

道
や
縁
石
部
分
の
雑
草
が
ひ
ど
い

が
、
県
の
対
応
は
ど
う
な
の
か
。

答
【
町
長
】除
草
作
業
に
つ
い
て
は
、

千
葉
県
山
武
土
木
事
務
所
に
毎
年
要

望
書
を
提
出
し
、
通
行
車
両
や
歩
行

者
の
安
全
確
保
の
た
め
年
１
回
程
度

実
施
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
要
望
に
対
し
、
雑
草
管
理
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
非
常
に
危

険
で
す
が
、
環
境
美
化
を
推
進
す
る

町
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
、

私
も
県
に
県
議
会
議
員
を
通
じ
て
お

願
い
を
し
、
除
草
作
業
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
県
に
町

の
誰
が
要
望
に
行
か
れ
、
県
は
誰
が

対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】町
長
が
要

望
書
を
毎
年
提
出
し
て
お
り
、
県
は

え
、
議
員
ご
指
摘
の
緊
急
措
置
と
し

て
、
行
政
代
執
行
を
行
っ
た
場
合
の

措
置
費
用
の
請
求
が
あ
る
と
明
記
し
、

適
正
な
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設

　 

問 　
新
庁
舎
建
設
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
。

答
【
町
長
】基
本
構
想
・
基
本
計

画
・
実
施
設
計
・
建
設
工
事
の
過
程

に
複
数
年
を
要

す
る
の
で
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

改
め
て
策
定
い

た
し
ま
す
。

　 

問 　
令
和
12
年
度
に
新
庁
舎
の
竣
工

が
で
き
る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
し

た
が
ど
う
な
の
か
、
ま
た
、
建
設
費

用
や
建
て
替
え
の
場
所
は
。

答
【
財
政
課
長
】先
の
一
般
質
問
に

て
、
令
和
12
年
度
の
竣
工
を
目
指
す

と
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
財
政

状
況
や
他
の
事
業
計
画
な
ど
も
踏
ま

え
、
建
設
費
用
も
35
億
円
と
見
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
中
に
改

め
て
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
策
定

い
た
し
、
場
所
は
住
民
利
用
に
最
も

便
利
な
場
所
で
、
交
通
事
情
と
他
の

官
公
庁
と
の
関
係
に
、
適
当
な
考
慮

を
払
う
よ
う
に
地
方
自
治
法
で
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

真
亀
川
総
合
公
園
内

レ
ス
ト
ラ
ン
棟

　 

問 　
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
貸
し
出
し

を
、
令
和
６
年
３
月
以
降
に
再
募
集

し
な
い
理
由
は
。

答
【
町
長
】令
和
６
年
第
１
回
定
例

議
会
に
お
い
て
、
議
会
の
賛
成
少
数

で
否
決
と
な
り
、
雨
漏
り
の
修
繕
と

併
せ
て
募
集
要
項
を
見
直
し
て
お
り

ま
す
。

　 

問 　
レ
ス
ト
ラ
ン
業
者
以
外
の
貸
し

出
し
を
、
目
的
外
使
用
許
可
申
請
に

よ
り
異
業
種
で
の
募
集
や
、
貸
付
金

額
を
見
直
し
す
る（
応
相
談
）の
示
し

方
を
工
夫
し
、
迅
速
に
再
募
集
す
る

こ
と
は
。

答
【
財
政
課
長
】都
市
公
園
法
で
異

業
種
の
募
集
は
不
可
能
で
あ
り
、
ご

指
摘
事
項
を
考
え
、
空
き
公
共
施
設

の
有
効
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

古
ふる

川
かわ

 　徹
とおる

 議員

美しく安全なまち・時代に即した新庁舎建設を‼

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

県道沿いの歩道にかかる雑草県道沿いの歩道にかかる雑草
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災害から住民を守る町づくりを

し
た
。登
録
者
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】災
害
時
に
迅
速
な
避
難

援
助
を
行
う
た
め
、
要
支
援
者
名
簿

を
、
警
察
や
消
防
署
に
情
報
共
有

し
、
要
支
援
者
の
避
難
体
制
の
構
築

を
図
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
４
月

の
登
録
者
数
は
約
６
０
０
人
で
す
。

　 

問 　
視
覚
障
が
い
者
や
車
イ
ス
使
用

者
は
、
自
力
で
迅
速
に
行
動
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
状
況
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

答
【
町
長
】車
椅
子
な
ど
を
利
用
す

る
障
が
い
者
が
避
難
し
て
く
る
こ
と

は
想
定
し
避
難
物
品
な
ど
も
確
保
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
椅
子
を
利
用

す
る
障
が
い
者
以
外
の
方
で
も
状
況

に
よ
っ
て
は
、
福
祉
避
難
所
の
活
用

が
で
き
る
よ
う
に
災
害
応
援
協
定
を

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営

及
び
要
支
援
者
へ
の
対
応

　 
問 　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
高
齢
者

の
死
者
数
は
６
割
、
障
害
者
の
死
亡

率
は
約
２
割
で
し
た
。
避
難
支
援
者

へ
の
情
報
伝
達
の
支
援
体
制
は
、
整

っ
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】台
風
な
ど
予
見
で
き
る

災
害
に
つ
い
て
は
自
主
防
災
組
織
と

連
携
を
図
り
避
難
所
な
ど
の
情
報
共

有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
に

お
い
て
は
、
自
ら
の
安
全
が
確
認
で

き
た
後
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
要
支

援
者
の
支
援
に
協
力
が
で
き
る
よ
う

に
周
知
し
て
い
ま
す
。

　 

問 　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
重
度

の
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
避
難
行

動
時
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計

画
の
作
成
を
市
町
村
の
義
務
と
し
ま

締
結
し
て
い
ま
す
。

　 

問 　
現
在
、
学
校
体
育
館
な
ど
の
避

難
所
で
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
熱
中
症
対
策
は
、
命
に

関
わ
る
問
題
で
す
。
避
難
所
の
エ
ア

コ
ン
設
置
計
画
に
つ
い
て
お
答
え
く

だ
さ
い
。

答
【
町
長
】避
難
所
と
な
る
体
育
館

に
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
避
難
所
で
の
生
活
が
長

期
化
す
る
場
合
に
は
、
気
象
状
況
に

応
じ
、
避
難
者
の
二
次
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
状
況
に
応
じ
た
避
難
施

設
を
活
用
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、

避
難
所
と
し
て
の
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　 

問 　
能
登
半
島
地
震
の
経
験
か
ら
国

で
も
、
自
主
避
難
者
に
も
災
害
救
済

法
が
規
定
さ
れ
、
適
切
な
支
援
を
行

う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
自
主

避
難
者
に
も
、
せ
め
て
寝
具
の
提
供

は
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

答
【
町
長
】自
主
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
に
、
高
齢
者
や
不
安
を
感
じ
る

方
を
対
象
に
事
前
避
難
の
た
め
に
開

設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
自
助
・

共
助
の
観
点
か
ら
、
飲
料
や
食
料
、

毛
布
な
ど
の
持
参
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の

適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

　 

問 　
公
共
工
事
の
入
札
や
契
約
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
度
の
公
共
工
事
の
発
注

見
通
し
や
、
入
札
・
契
約
情
報
の
公

表
開
示
な
ど
で
す
。
町
の
公
共
工
事

に
関
す
る
情
報
開
示
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
【
町
長
】平
成
13
年
度
に「
契
約

事
務
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
策
定
し
、

適
正
な
執
行
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
令
和
３
年
か
ら
、
設
計
金
額

が
１
３
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
に

つ
い
て
、
電
子
入
札
に
よ
る
一
般
競

争
入
札
を
実
施
し
、
契
約
の
適
正
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
に
沿

っ
た
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

谷
たに

川
かわ

 優
ゆう

子
こ

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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し
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
て

い
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁

護
の
視
点
に
立
っ
た
姿
勢
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
本
町
で
は
、
認
知
症
の

方
へ
の
意
思
決
定
の
支
援
及
び
権
利

利
益
の
保
護
に
つ
き
ま
し
て
、
判
断

能
力
の
低
下
に
よ
り
意
思
決
定
の
支

援
が
必
要
な
方
へ
の
成
年
後
見
制
度

や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
な
ど
の

適
切
な
制
度
の
利
用
に
つ
な
ぐ
た

め
、
広
報
や
啓
発
活
動
を
通
じ
て
制

度
の
周
知
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
住
ま

い
確
保
は
。

答
【
町
長
】本
町
で
は
、
住
ま
い
、

医
療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
が

一
体
的
に
地
域
で
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
中

で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や

自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
高
齢
者
支
援
担
当
課
な
ど
身
近
な

相
談
窓
口
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報

提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

行
政
以
外
の
住
宅
支
援
を
行
う
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
包
括
的
な

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　 

問 　
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
の
負
担
軽
減
策
は
。

答
【
町
長
】認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
在
宅
で
共
に
暮
ら
す
家

族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、
介

護
者
の
相
談
や
情
報
交
換
の
場
と
し

て「
認
知
症
家
族
交
流
会
」の
実
施
や

認
知
症
の
進
行
に
合
わ
せ
た
支
援
情

報
を
ま
と
め
た「
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
」の
作
成
、
ま
た
認
知
症
の
方
に

表
れ
る
徘
徊
行
動
に
よ
る
介
護
者
の

精
神
的
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、「
見

守
り
安
心
シ
ー
ル
」の
配
布
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
認
知
症
の
方
へ
の
意
思
決
定
の

支
援
及
び
権
利
利
益
の
保
護
は
。

答
【
町
長
】高
齢
者
の
尊
厳
を
保
持

支
援
へ
と
つ
な
が
る
相
談
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
介
護
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
向
け

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」の
技
術
取
得
推

進
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答
【
町
長
】本
町
で
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、
認

知
症
へ
の
正
し
い
理
解
に
基
づ
く
対

応
を
啓
発
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

認
知
症
の
方
に
寄
り
添
っ
た
、
よ
り

よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
支
援

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ

ー
ド
を
含
め
た
様
々
な
ケ
ア
技
法
に

つ
い
て
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
対
策

　 

問 　
町
の
発
展
の
た
め
に
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
【
町
長
】地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た

制
度
で
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
や
地
域
資
源
が
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
地
域
の

振
興
や
課
題
解
決
を
図
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
は
、

町
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
重
要
な

ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
が
、
本
制
度
を
導
入
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
協
力
隊
の
活
動
目
的
の

明
確
化
や
受
入
体
制
の
準
備
、
地
域

住
民
の
隊
員
へ
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
構
築
な
ど
、
事
前
に
様
々
な

準
備
や
体
制
の
整
備
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
と
し
ま

し
て
は
、
本
制
度
の
活
用
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
未
来
に
向

け
た
基
盤
を
築
け
る
よ
う
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

松
まつ

井
い

 由
ゆ

美
み

子
こ

 議員

誰もが安心して自分らしく暮らせる町づくりを！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

（
※
） ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、
認
知
症
の
ケ
ア
技

法
で「
見
る
」「
話
す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」

を
用
い
て
、
人
間
ら
し
さ
と
尊
厳
を
保
ち
な

が
ら
行
う
ケ
ア
方
法
で
す
。
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『観光立町・九十九里』をみんなで創ろう！

の
放
流
に
よ
る
対
策
を
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
抜
本
的
な
改
善
に

は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
や
め
て
し

ま
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の

後
の
対
策
と
し
て
、
平
成
26
年
度
よ

り
継
続
し
て
海
水
循
環
施
設
の
稼
働

に
よ
り
悪
臭
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
千
葉
県
に
対
し
ま
し
て

も
、
汚
泥
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

の
要
望
を
継
続

し
、
悪
臭
対
策
の
促
進
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　 
問 　
対
策
を
し
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
ら
れ
た

の
か
。

答
【
町
長
】海
水
循
環
施
設
の
稼
働

後
に
周
辺
住
民
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
お
よ

そ
７
割
程
度
は「
悪
臭
が
改
善
さ
れ

た
」と
の
意
見
が
得
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
現
状
と
し
て
、
抜
本
的
な
改

善
に
は
至
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

産
業
道
路
排
水
路
の
悪
臭

　 
問 　
こ
れ
ま
で
町
は
悪
臭
に
た
い
し

て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
き
た

の
か
。

答
【
町
長
】町
で
は
こ
れ
ま
で
に
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
※
バ

イ
オ
パ
ネ
ル
の
設
置
、
※
E
M
菌
の

放
流
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
※
海

水
循
環
施
設
の
稼
働
に
よ
る
悪
臭
対

策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
千
葉
県
に
汚
泥
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
要
望

し
、
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　 

問 　
中
止
し
て
し
ま
っ
た
対
策
は
、

い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
行
っ
て
、
な
ぜ

や
め
て
し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
現
在

も
継
続
し
て
い
る
対
策
に
は
何
が
あ

る
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】バ
イ
オ
パ

ネ
ル
設
置
に
よ
る
対
策
を
平
成
13
年

度
か
ら
平
成
18
年
度
ま
で
、
E
M
菌

　 

問 　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
時
期

と
、
回
答
の
も
う
少
し
具
体
的
な
数

字
は
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】産
業
道
路

排
水
路
沿
い
の
住
民
に
対
し
、
海
水

循
環
施
設
の
稼
働
か
ら
お
よ
そ
半
年

後
の
平
成
27
年
２
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
調
査

の
結
果
と
し
て
回
答
の
あ
っ
た
世
帯

の
う
ち
、
24
％
が
と
て
も
よ
く
な
っ

た
、
47
％
が
多
少
よ
く
な
っ
た
と
の

回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

阿
あ

井
い

 賢
けん

一
いち

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

（
※
） バ
イ
オ
パ
ネ
ル
…
バ
イ
オ
菌
に
よ
り
浄
化
・

脱
臭
す
る
も
の
で
あ
り
、
バ
イ
オ
菌
の
入
っ

た
バ
イ
オ
パ
ネ
ル
を
排
水
路
へ
直
接
投
入
し
、

悪
臭
の
発
生
を
防
ぐ
方
法
。

（
※
） E
M
菌
…
E
M
菌
は
、
自
然
界
に
存
在
す
る

有
用
な
人
体
に
安
全
な
微
生
物
の
集
合
体
、

い
わ
ゆ
る
善
玉
菌
の
集
ま
り
で
、
薬
剤
を
散

布
し
、
す
べ
て
を
殺
菌
す
る
の
で
は
な
く
、

善
玉
菌
の
密
度
を
高
め
る
こ
と
で
悪
玉
菌
の

発
生
、
繁
殖
を
防
い
だ
り
、
抑
え
た
り
、
微

生
物
が
持
っ
て
い
る
浄
化
力
を
利
用
し
て
環

境
の
浄
化
や
、
悪
臭
の
発
生
を
抑
え
る
方
法
。

（
※
） 海
水
循
環
施
設
…
産
業
道
路
排
水
路
の
分
水

嶺（
粟
生
地
先
）に
海
水
を
直
接
放
流
し
、
人

工
的
に
排
水
路
の
流
れ
を
作
り
、
汚
泥
の
堆

積
を
防
ぐ
方
法
。

県道飯岡一宮線屋形付近の排水路県道飯岡一宮線屋形付近の排水路

粟生納屋の海水循環施設粟生納屋の海水循環施設
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問 　
町
は
、
地
域
住
民
と
の
間
で
事

前
説
明
を
行
っ
て
お
る
の
か
。

答
【
町
長
】津
波
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、
県
事
業
で
あ
り
ま
す
の
で
町

が
単
独
で
住
民
説
明
を
行
う
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
る
に
あ
た
り
計
画
の
縦

覧
・
公
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

７
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で
の
21
日
間

を
計
画
案
の
縦
覧
期
間
と
し
て
、
住

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
な
お
、
縦
覧
に
際
し
ま

し
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
自
治
区
へ
の
回
覧
に
よ
っ
て
住

民
の
皆
様
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　 

問 　
第
一
泊
地
の
移
転
目
的
の
具
体

的
な
説
明
を
。

答
【
町
長
】県
が
進
め
る
泊
地
の
移

転
に
つ
い
て
は
、
津
波
対
策
事
業
を

起
因
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

併
せ
て
漁
業
活
動
の
効
率
化
と
安
全

性
の
向
上
の
た
め
拡
張
整
備
を
行
う

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
に
申

し
上
げ
ま
す
と
、
津
波
防
護
の
確
実

性
の
向
上
と
費
用
負
担
を
軽
減
す
る

防
災
・
減
災
へ
の
取
組
み

　 

問 　
片
貝
漁
港
の
新
規
事
業
計
画

（
案
）が
、
県（
銚
子
漁
港
事
務
所
）よ

り
示
さ
れ
た
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
お
る
の
か
。

答
【
町
長
】片
貝
漁
港
の
新
規
事
業

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
の
３

月
に
国
の
事
業
評
価
が
行
わ
れ
事
業

概
要
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
ま
し
て
、
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ

た
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
県
か
ら

直
接
、
議
員
の
皆
様
に
ご
報
告
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
情
報
の
共
有
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
現
在
の
状
況
と
致
し
ま
し
て
、

８
月
に
水
産
庁
か
ら
計
画
が
承
認
さ

れ
、今
年
度
中
に
、新
泊
地
の
測
量
・

調
査
・
設
計
業
務
を
開
始
し
、
令
和

11
年
度
の
完
成
を
目
指
す
と
し
て
お

り
ま
す
。

た
め
に
津
波
対
策
と
し
て
第
一
泊
地

を
移
転
し
ま
す
。
さ
ら
に
漁
船
の
大

型
化
や
九
十
九
里
沖
で
操
業
す
る
大

型
漁
船
の
受
け
入
れ
、
係
留
施
設
の

不
足
に
よ
る
多
層
係
留
の
解
消
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
泊
地
の
拡
張
整

備
を
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

　 

問 　
町
に
は
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
片
貝
漁
港

の
新
規
事
業
計
画
は
、
こ
の
計
画
の

中
の
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
で

お
こ
な
わ
れ
て
お
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
は
ど
の
程
度
の
認
識
・
理
解

を
さ
れ
て
お
る
の
か
。

答
【
町
長
】本
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
が
事
業
主
体
と
な
り
ま
す
の

で
、
千
葉
県
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

に
基
づ
き
、
県
が
財
源
を
確
保
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
従
い
ま
し

て
、
町
が
関
与
で
き
る
も
の
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
５
月
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
県
か
ら
説
明
が
あ
っ
た

津
波
対
策
及
び
泊
地
移
転
に
関
す
る

機
能
補
償
分
に
つ
い
て
は
、
農
山
漁

村
地
域
整
備
交
付
金
が
充
当
さ
れ
る

も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

県
道
飯
岡
一
宮
線
の
排
水
路
の

整
備

　 

問 　
県
道
飯
岡
一
宮
線
の
排
水
路
付

近
は
、
大
雨
に
よ
り
床
上
浸
水
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
防
災
対
策
は
。

答
【
町
長
】県
道
飯
岡
一
宮
線
の
排

水
路
は
、
大
雨
な
ど
の
影
響
で
排
水

が
困
難
と
な
り
、
排
水
路
付
近
が
冠

水
し
て
し
ま
う
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
状
況
を
解
消
す
る
た
め

に
、
県
道
飯
岡
一
宮
線
の
管
理
者
で

あ
る
千
葉
県
に
対
し
、
排
水
能
力
の

改
善
を
求
め
た
強
制
排
水
施
設
等
の

設
置
に
つ
い
て
、
毎
年
要
望
書
を
提

出
し
て
お
り
ま
す
。

細
ほそ

田
だ

 一
かず

男
お

 議員

大災害から町民を守れる防災対策を！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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放射線部の様子 ERの様子

・地方議会の役割
・議会の権限
・議員の権限
・ポストコロナ時代の議会改革

研修内容

　講師： 自治体議会研究所
　　　代表　高沖秀宣 氏

　東千葉メディカルセンターの設立団体である「東金市」・「九十九里町」の議員が合同で視察を行いま
した。
【視察場所】
・ER（救急室）
・ICU（集中治療室）
・HCU（高度治療室）
・オペ室
・放射線部
　（MRI・カテ室）
・ヘリポート
・SCU病室
　（脳卒中集中治療室）
　理事長、センター長、
看護部長をはじめと
する病院の職員の方
が、病院内の案内・
説明をしてください
ました。

研修議題

視察内容

議員研修を行いました7/26

議員視察に行ってきました8/20

救急医療体制の現状について

議員・議会の役割と権限

九十九里町議会だより№22　令和6年12月1日13



9 月 定 例 議 会 審 議 結 果 を 公 開

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

町長提出議案

議 案
第 1 号

令和6年度九十九里町一般会計補正予算（第2号）
6ページ参照 可　決 ○○○×○○○－○○○○○○

議 案
第 2 号

いわしの交流センター展示室の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
6ページ参照

可　決 ○○○○○○○－○○○○○○

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

町長提出議案

議 案
第 1 号

令和6年度九十九里町一般会計補正予算（第3号）
6ページ参照 可　決 ○○○○○○×－○○○○○○

議 案
第 2 号

令和6年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第2号）
人事異動による人件費の減額補正 可　決 ○○○○○○○－○○○○○○

議 案
第 3 号

令和6年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第1号）
介護認定審査会負担金､ 令和5年度の事業費確定等による増額補正 可　決 ○○○○○○○－○○○○○○

議 案
第 4 号

令和6年度九十九里町農業集落排水事業会計補正予算（第1号）
人事異動による人件費の増額補正 可　決 ○○○○○○○－○○○○○○

議 案
第 5 号

令和6年度九十九里町ガス事業会計補正予算（第1号）
酷暑乗り切り緊急支援に伴う歳入予算の財源構成の変更、人事異動及び
導管整備等による歳出予算の増額補正

可　決 ○○○○○○○－○○○○○○

議 案
第 6 号

令和5年度九十九里町一般会計歳入歳出決算の認定について
2～5ページ参照 認　定 ○○○○○○○－○○○○○×

議 案
第 7 号

令和5年度九十九里町給食事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて
2～5ページ参照

認　定 ○○○○○○○－○○○○○○

議 案
第 8 号

令和5年度九十九里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について
2～5ページ参照

認　定 ○○○○○○○－○○○○○×

議 案
第 9 号

令和5年度九十九里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について
2～5ページ参照

認　定 ○○○○○○○－○○○○○×

議 案
第10号

令和5年度九十九里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて
2～5ページ参照

認　定 ○○○○○○○－○○○○○×

議 案
第11号

令和5年度九十九里町病院事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて
2～5ページ参照

認　定 ○○○○○○○－○○○○○×

議 案
第12号

令和5年度九十九里町農業集落排水事業会計決算の認定について
2～5ページ参照 認　定 ○○○○○○○－○○○○○○

7月臨時議会

9月定例議会
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令 和 6 年 7 月 臨 時 議 会・
3月定例議会

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

議 案
第13号

令和5年度九十九里町ガス事業会計決算の認定について
2～5ページ参照 認　定 ○○○○○○○－○○○○○○

議 案
第14号

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について
マイナンバーの利用範囲の拡大、マイナンバーの利用及び情報連携に係る規
定の見直し、マイナンバーカードと健康保険証の一本化のための整備

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第15号

九十九里町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
6ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第16号

九十九里町放課後児童健全育成事業実施条例の一部を改正する条例の
制定について
6ページ参照

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第17号

財産の取得について
6ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第18号

教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて
6ページ参照 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第19号

千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規約の制定に関
する協議について
高齢者の医療の確保に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う改正

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

陳情

陳 情
第 3 号

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情
総務経済常任委員会「採択」、本会議「採択」 採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

陳 情
第 4 号

アスベスト建材製造企業の基金拠出等「特定石綿被害建設業務労働者
等に対する給付金等の支給に関する法律」の改正を求める国への意見
書を求める陳情書
総務経済常任委員会「採択」、本会議「採択」

採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

《追加議案》
議員提出議案

発 議
第 1 号

「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法
律」の改正を求める意見書について
内閣総理大臣などへ意見書を提出

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　※議長（中村義則議員）は採決に加わりません。

町長提出報告 ※報告のみ（採決なし）

報 告
第 1 号

令和5年度九十九里町健全化判断比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 2 号

令和5年度九十九里町農業集落排水事業会計の資金不足比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 3 号

令和5年度九十九里町ガス事業会計の資金不足比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 4 号

私債権の放棄について
（ガス料金）

報 告
第 5 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの経営状況について

報 告
第 6 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの令和5事業年度における業務実績に関する評価結果について
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1日

※本案はおおむねの日程であり、招集日前
の議会運営委員会で協議されます。

12月定例議会予定
12
月

5 日㈭ 開会／一般質問

6日㈮ 一般質問

10日㈫ 質疑・採決

議会活動日誌

7
月

1日 美しい作田川を守る会定期総会

5日
議会だより編集委員会
社会を明るくする運動推進委員会
千葉県町村議会広報研究会

8日 植物防疫協会評議会

9日 第2回臨時議会

10日 山武郡市議会議員研修会

11日 学校給食センター運営委員会

22日 例月出納検査

24日
山武郡市議会議長会視察研修

25日

26日 九十九里町議会議員研修会

30日 生涯学習推進協議会会議

31日
議会だより編集委員会
千葉県町村議会議員研修会

8
月

1日 第1回定期監査（企画政策課・財政
課・住民課）

2日
第1回定期監査（総務課・税務課）
東金市外三市町清掃組合議会全員協議会

3日 ふるさとまつり

6日 令和5年度決算審査（企画政策課・
税務課・財政課）

7日 令和5年度決算審査（総務課・社会
福祉課・住民課）

8日 令和5年度決算審査（健康福祉課・
商工観光課・農林水産課）

9日 令和5年度決算審査（教育委員会事
務局・まちづくり課・契約関係）

20日 東金市・九十九里町議会議員視察

21日 山武郡市広域水道企業団議会8月定
例会・議会協議会

22日
例月出納検査
九十九里地域水道企業団理事会
山武郡市広域行政組合議会定例会

26日
議会運営委員会
全員協議会

28日 九十九里町総合計画審議会・総合
戦略審議会・過疎対策審議会

9
月

5日

9月定例議会6日

10日

12日 総務経済常任委員会【決算説明】
（財政課・商工観光課・農林水産課・ガス課）

13日 総務経済常任委員会【決算説明】
（総務課・まちづくり課・企画政策課）

17日 文教民生常任委員会【決算説明】
（教育委員会事務局・税務課・住民課）

18日 文教民生常任委員会【決算説明】
（健康福祉課・社会福祉課）

20日 9月定例議会

24日 例月出納検査

会

委員長　西 村 み ほ　　副委員長　善 塔 道 代
委　員　内 山 菊 敏　　原 田 教 光　　小 川 浩 安
　　　　松井由美子　　阿 井 賢 一　　小野谷元伸

議会だより
編集委員会

ご意見・ご感想などのあて先
〒283-0195　九十九里町片貝 4099番地
九十九里町議会事務局
九十九里町　議会事務局　お問い合わせ 検索

2024年7月～9月

九十九里町 議会 検索

９月定例議会に行われた詳しい内
容は、町のホームページをご覧く
ださい。

7 /10 山武郡市議会議員研修会
　防災対策や減災対策と、災害時における議員の役割
について学びました。
【内容】「防災・減災と議員の役割」
【講師】 地方議員研究会 総括コンサルタント
 川本 達志 氏

7 /31 千葉県町村議会議員研修会
　地方議会に求めらることや、現在の政治情勢について
学びました。
【内容】「今の地方議会に求められること」
【講師】 新潟県立大学 国際地域学部国際地域学科 准教授
 田口 一博 氏
【内容】「国内政治情勢について」
【講師】 政治評論家 有馬 晴海 氏

行ってきました！！

九十九里町議会だより№22　令和6年12月1日 16


